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 「日本中が大谷フィーバーに湧こうとも、ここ阿見町では、大の里関がヒーローなんです！」９月場所の優勝を決めた夜の

ニュースで、大の里関が所属する二所ノ関部屋のある茨城県阿見町の方が発したこんな言葉が印象に残りました。 

この秋、二人の若者がスポーツの世界で大きな記録を打ち立て話題になったこと、まだ記憶に残ることと思います。MLB ド

ジャースの大谷翔平選手と、大相撲 二所ノ関部屋の大の里泰輝関。競技の種類も、立場も、状況も、全く異なる二人ではあ

りますが、その活躍に異論を挟む方はいないだろうと思います。大谷選手は、４０-４０（４０本塁打・４０盗塁）の達成を

騒がれた後、一気に加速し５０-５０に到達。その後も打撃・走塁の勢いは留まることなく続き、６０が近付く程に。チーム

も地区優勝を果たし、リーグ優勝、ワールドシリーズ制覇に向け、まだポストシーズンの戦いが続きます。大の里関は、昨年

の５月場所に大相撲デビューしたばかり。たったの１年半（９場所）で大関まで上り詰めたスピード出世で話題となりました。

入団後でもすぐに活躍の可能性のあるサッカーや野球などとは異なり、番付が物を言う相撲の世界では、出世には一定の時間

がかかるものですが、大の里関は幕下付け出しのデビューから幕下・十両をそれぞれ２場所ずつで通過し、入幕後わずか５場

所の間に優勝２回、ついに大関昇進を勝ち取り、角界の最高位である横綱も見えてきたところです。 

さて、活躍する二人に共通することはないか、二人から学べることはないか…私なりに分析してみました。 

二人は、今でこそそれぞれの競技で活躍していますが、そこまでの道のりは、決して順風満帆とは言えません。ファイター

ズに入団し、栗山監督のもと二刀流に取り組んだものの、数年はちぐはぐな結果が続き、苦労もあった大谷選手。学生時代に

学生横綱やアマチュア横綱のタイトルをとり、鳴り物入りで入門したものの、デビュー戦で敗れ、幕下２場所の成績は６勝１

敗と４勝３敗、ずば抜けた成績とは言えなかった大の里関。しかしながら、スタートのつまずきをものともせず、一気に活躍

する勢いには目を見張るものがありました。二人には、課題に対応する分析力とそれを克服する能力が兼ね備わっているよう

に思います。WBC での活躍に始まる長いシーズンの中で肘に負担がかかり、手術した大谷選手。ピッチングは封印し、打撃に

専念した今季、チームの移籍、結婚の発表や通訳の逮捕など、様々なプレッシャーが大きい中でのシーズンでしたが、打者と

して過ごす１年の目標をしっかりと掲げ、課題を克服し、走ることへもシフトしながらの大活躍。身体への負担を軽減させる

取組や野球を優先する姿勢、活躍しても決して驕らず、真摯な態度・対応を見せる人柄にも、私たちを引き付けるものがあり

ます。一方、史上最速のスピード出世が進む大の里関ですが、勢いに乗って初優勝した翌場所（７月場所）は、相手に対策を

練られ、苦戦が続きました。並の力士なら、ここで一旦落ち着いてしまいがち…ですが、逆に対戦相手の取り口を分析し、翌

場所の優勝につなげています。新十両会見での「常に『おかげさまで』の気持ちでやっていきたいです。」や大関昇進伝達式

での「唯一無二の力士を目指し…」の口上からも分かる相撲への強い思いには、今後のさらなる活躍への期待が湧きます。 

「課題の発見～分析」「克服する方法の検討～実践」という過程は、子供たちの成長にも欠かせぬものです。二人のヒーロ

ーから学んだことを、子供も、学校としても、実践につなげ、「学校は楽しいところだ！」の実現に向け、後半に臨みます。 

「大活躍の二人」に思う   



 立秋を過ぎ、秋風の心地よさを感じる頃となりました。９月の教育活動を振り返り、学校生活をご紹介いたしま

す。 

  

 

９月の教育活動など 

 ９月１８日（水）１９日（木）の２日間、将来の職業を考えるうえでのキャリア教育の一貫

として、三原台中学校２年生の生徒が２名、小学校という現場を知りたいという目的意識を

もって橋戸小学校で職場体験をしました。 

 教室で児童と一緒に授業に参加をしたり、休み時間に遊んだりしながら教員という仕事

に触れ、学校で働く他の仕事についても知る機会をもち、２日間を楽しく充実して過ごした

ようでした。 

小学校現場は、主役である子供が元気で明るく素直であると実感したこと、自分が知っ

ていることと児童に学習を教えることの違いが身に沁みたこと、教員の仕事は、多岐に渡り

とても大変だと感じたこと、児童の安全で楽しい学校生活を支えるために様々な業種の人

が働いていることなど、体験を通して学びを深め、中学校に戻っていきました。 

最後に二人とも「良い体験ができました。ひと仕事を終えた給食はひときわおいしかった

です。」 と、語っていました。（左は、２名の中学生が書いた絵です。） 

【レインボー班遊び（異学年交流）全学年】 

 

【職場体験 中学生のキャリアに向けた学習】 

 橋戸小学校では、年間９回、異学年交流を行っていま

す。9月１３日（金）は、中休みに行いました。 

 屋上では、晴れた空の下、残暑の中でも秋の雲を近くに

感じながら、鬼ごっこをして気持ちよく駆け回りました。校

庭、体育館、教室、ワークスペースでも工夫して遊び、橋戸

小学校の全校児童が仲良しになる時間を過ごしました。 

 どの班も、６年生を中心として違う学年の友達との仲を深

め、さわやかな笑顔があふれる休み時間を終えると、けじ

めをつけて 3時間目の学習が始まりました。 

 次回は 12月の昼休みに行います。 

 

【農業体験 ３年】 

３年生は社会科および総合的な学習の時間に農業体験を行っています。橋戸小学校の周辺は、緑が豊かで畑

が多く、環境にも恵まれていて、特に「農家の仕事」については、様々な学習の機会を得ることができます。 

９月の第１週には、宮本農園さんへ行き、キャベツについて詳しくお話を伺いました。９月１８日（水）には、芹澤

農園さんで、練馬大根と青首大根の２種類の種を全員が蒔きました。子供たちは水やりをして、三日後に発芽した

ことに驚き、一週間後にはさらに大きく成長している様子に喜んでいました。これから、間引き、収穫の活動を通し

て、練馬区の特徴である農業のよさや自分たちが住んでいる地域に農地があることのよさを実感し、よりふるさと

を愛好する心情が育ってほしいと願っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校体験授業 6年生】 
9月 20日（金）、6年生は三原台中学校に体験授業を受けに行

きました。１組は国語、２組は数学の授業でした。 

 国語の授業のテーマは、「グループディスカッション」でした。「将

来役立つ教科は？」「AI にとって代わらない職業は？」等、興味深

い話題で話し合いました。より考えが深まる話し合い活動をするた

めにはどうしたらよいのか、課題意識をもって活動を行いました。数

学科の授業のテーマは、「正負の数」でした。小学校では、「正の数

（＋）」までしか扱いません。「負の数（－）」の世界は初めて経験す

る子供がほとんどでしたが、「すごろく」の体験を通して、数感覚を

楽しんで学ぶことができました。 

授業の後は、生徒会役員や教務主任の先生から、中学校の制服

や部活、行事、授業、定期テストなどについての説明を聞きました。

小学校との違いに驚きながらも、中学校の雰囲気を感じることがで

きた時間でした。 

 

 

【下水道出前授業 ４年生】 
 

 ９月３日（火）社会科の学習「くらしを支える水」の発展学習として、東京都下

水道局から２名の講師をお招きし、下水道についての出前授業を行いました。 

 授業の前半では、自分たちが普段使っている水の行方を映像や実験を通して

学びました。 

トイレットペーパーとティッシュペーパーを水に溶かす実験では、ティッシュペ

ーパーは水に溶けづらいことが分かり、トイレットペーパー以外のものを流して

はいけないということを改めて知りました。 また、日々、下水道のために働いて

いる人たちの努力を知り、一緒に水環境の重要性を守っていくことの大切さに

ついても考えることができました。 

 授業の後半では、雨水ますの役割や、本日学んだことのまとめとして、水に関

する標語をつくりました。皆がつくった標語には水資源を大事に使っていこうと

する思いが書かれていました。 

 本日学んだことを普段の生活の中で意識し、日本の素晴らしい水資源を未来

につないでほしいです。 

 

 

 

 

 

２０２４年は、能登半島沖地震で始まり、ここでまた、大雨による河川の氾濫が

起こり土砂崩れ等で追い打ちをかけるように被害を受けています。なんと痛ましい

ことでしょう。被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。 

 さて、東京都でもいつ起こるか分からない災害対策として、防災意識を高め、協

力して命を守る行動ができるよう、地域防災訓練が各地域で行われています。橋

戸小学校の地域でも９月８日（日）に区民防災課の御協力を得て、避難拠点運営

連絡会の役員を含め約５０名で防災訓練を実施しましたので、ご紹介いたします。 

 大きな災害が起きて、電気、水道が使えなくなったことを想定して、トイレ設置訓

練、スタンドパイプ設置訓練、発動機、投光機作動訓練の３つの訓練を実施しまし

た。 

 どの訓練も一人ではできないもので、協力して知恵を絞って行うことを必要とし

ます。大きな災害が起きたときは、とりわけ公助、共助の大切さを実感しました。 

 この取り組みを多くの皆様に体験していただこうと、次の防災訓練を２月８日

（土）に予定しています。 

展覧会保護者鑑賞日にあたり、どちらも参加できますよう同時進行で計画して

おります。 

 

 

【地域防災訓練】 

 

 



１０月の予定
日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 火

2 水 ★心 4 4 4 4 4 4

3 木 SC 5 5 6 6 6 6

4 金 ★心 5 5 5 6 6 6

5 土

6 日

7 月 ★心 4 5 5 5 6 6

8 火 5 5 6 6 6 6

9 水 ★心 4 4 4 4 4 4

10 木 SC 5 5 6 6 6 6

11 金 ★心 4 5 5 6 6 6

12 土

13 日

14 月

15 火 5 5 6 6 6 6

16 水 ★心 5 5 5 6 6 6

17 木 SC 5 5 6 6 6 6

18 金 ★心 4 5 5 6 6 6

19 土

20 日

21 月 ★心 4 5 5 6 6 6

22 火 5 5 6 6 6 6

23 水 ★心 4 4 4 4 4 4

24 木 SC 5 5 6 6 6 6

25 金 ★心 4 5 5 6 6 6

26 土

27 日

28 月 ★心 4 5 5 6 6 6

29 火 5 5 6 6 6 6

30 水 ★心 5 5 5 5 5 5

31 木 SC 4 4 4 4 4 4

1 金 安全指導  クリーン運動始   読書旬間終

4 月

6 水

8 金

12 火

14 木

19 火

21 木

25 月

28 木

演劇鑑賞教室

学　校　行　事　など

都民の日

４時間授業（４－２…５時間授業）   安全指導  

遠足（1・2年）

稲刈り（５年）予備日

 

全校朝会   委員会⑥

部活体験（三原台中）

４時間授業   部活体験（三原台中・大北中）

遠足予備日（１・２年）   部活体験（三原台中・大北中）

音楽朝会    動育教育（１年）   部活体験（三原台中）

  

スポーツの日   

姿勢指導（３年）  自転車シュミレーター（３・４年）

稲刈り（５年） 

図書委員会集会    レインボー班遊び

白菊幼稚園運動会（校庭）

白菊幼稚園運動会（校庭）     

全校朝会   避難訓練 （体育館）  クラブ④     読書旬間始    稲荷山図書館（２年）雨天11/17

4時間授業

ブックバイキング 

  

全校朝会   クラブ⑤

振替休日

音楽朝会  避難訓練【５年起震車】

５時間授業

歯科健診（全）  読書旬間終   ４時間授業（５－２…５時間授業）   水曜時程

ＳＣ…スクールカウンセラー　　★心…心のふれあい相談員

※　事情により予定を変更する場合があります。
1１月の主な予定

社会科見学(５年)

けがの予防（5年）

社会科見学（６年）

４時間授業(水曜時程)   就学時健診　 

全校朝会  クラブ⑥   クリーン運動終

学校評議員会②

10月 生活目標

「外であそぼう」

10月 保健目標

「目を大切にしよう」

9月１４日(土)実施の練馬区一斉防災訓練(引渡訓練)に多数ご参加くださり誠にありがとうございました。また、訓練の際は、速やかに

避難行動をとってくださり、学校全体で大変有効な訓練ができましたこと、改めて感謝申し上げます。

災害はいつ、どんな形で起こるか予測ができませんので、ご家庭でも自分の身を守るためにどのような準備や行動が必要か話し合いを

もってくださいますと幸いです。

学校では、月に一度の避難訓練と、ショート避難訓練を行っております。これからも児童の安全を守るために、防災意識を高められるよ

う教職員一同努めて参ります。

地域防災訓練の様子を前ページに掲載いたしました。 今後は、地域の皆様で協力して地域の安全を守っていけますように今後ともご協力

の程よろしくお願いいたします。


